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小田原市の現状

学校施設の現状について

１.築年別整備状況

老朽化状況 学校名

築40年未満 【小学校】三の丸 大窪 下曽我 前羽

築40～49年
【小学校】片浦 報徳 豊川 下府中 下中 富士見
【中学校】千代 酒匂 国府津

築50～59年
【小学校】山王 町田 足柄 芦子 久野 富水 東富水

桜井 曽我 矢作 千代 酒匂 国府津
【中学校】城山 泉 城北 橘

築60年以上
【小学校】新玉 早川
【中学校】白鴎 白山 城南 鴨宮

２.学校施設の築年数別一覧

凡例

校舎（小学校） 校舎（中学校）

屋内運動場（小学校） 屋内運動場（中学校）
旧耐震基準(昭和56年以前)
101棟 157,002㎡(67%)

新耐震基準(昭和57年以降)

48棟 87,762㎡(37%)
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小学校校舎 中学校校舎 小学校屋内運動場 中学校屋内運動場 武道場 幼稚園 給食センター

旧耐震基準(昭和56年以前)
101棟 157,002㎡(67%)

新耐震基準(昭和57年以降)

48棟 87,762㎡(37%)

築40年以上 約84.0％ ５年後（令和12年）には90％以上

ほとんど建設していない

旧耐震基準（昭和56年以前）
101棟 157,002㎡（67％）

新耐震基準（昭和57年以降）
48棟 87,762㎡（37％）

※令和６年度時点/校舎のうち最も古い築年数を基準とする
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小田原市の現状児童生徒数・学級数の将来推計

３.児童生徒数の推移と将来推計

４.学級数※の現状と将来推計

※特別支援学級を除いた通常の学級

小
学
校

現在（令和６年度） 20年後（令和26年度）

中
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校
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児童数（小学校） 生徒数（中学校） 総数
（人）

児童数（支援を要する児童含む） 生徒数（支援を要する生徒含む） 児童生徒数（支援を要する生徒含む）

現在 10年後 20年後 40年後30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（人）

R6 R16 R26 R46

4,234人

8,140人

3,387人

6,397人

3,091人

6,542人

2,459人

4,898人

9,633人

7,357人

12,374人
9,783人

児童生徒数
1982年
26,619人

児童数
1981年
18,097人

生徒数
1987年
9,170人

児童生徒数
の増減

＋20～＋200人

-34～20人

-69～-35人

-200～-70人

児童生徒数
の増減

＋20～＋200人

-34～20人

-69～-35人

-200～-70人

凡例

12学級以上

７～11学級

６学級以下

凡例

９学級以上

４～８学級

３学級以下
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